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利
用
客
減
対
策
の
切
り
札
に

  　

Ｊ
Ｒ
旅
客
６
社
や
各
地
の
私
鉄
が
豪
華

観
光
列
車
の
導
入
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
今
年
５
月
に

「
ト
ラ
ン
ス

イ
ー
ト　

四
季
島
」
を
運
行
さ
せ
る
他
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
も
６
月
に

「ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ

ク
ス
プ
レ
ス　

瑞
風
」
を
投
入
。
東
西
に

加
え
Ｊ
Ｒ
九
州
の
「な
な
つ
星 

ｉ
ｎ 

九
州
」

で
豪
華
寝
台
列
車
が
出
揃
う
。

　

背
景
に
は
、
列
車
の
高
速
化
で
従
来
の

寝
台
列
車
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
旅
行
ス
タ

イ
ル
が
変
化
し
た
こ
と
や
、
少
子
化
や
人

口
減
に
よ
る
運
賃
収
入
の
低
下
も
あ
り
そ

う
だ
。

　

深
緑
色
に
上
品
な
金
色
の
ラ
イ
ン
を
ま

と
っ
た

「
瑞
風
」
が
悠
然
と
走
る
。
２
月
、

保
護
用
の
黒
い
ラ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ー
ト
が
外
さ

れ
、
モ
ダ
ン
な
姿
が
初
め
て
大
阪
市
内
の

網
干
総
合
車
両
所
宮
原
支
所
で
報
道
陣

に
お
披
露
目
さ
れ
た
。

　

瑞
風
は
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る

「
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
モ
ダ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
一

両
総
て
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
や
、

匠
の
シ
ェ
フ
が
腕
を
振
る
う
食
事
、
風
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ッ
キ
を
備
え
て
い

る
の
が
特
徴
だ
。
京
都
・
大
阪
か
ら
下
関

を
つ
な
ぎ
、
山
陽
—
山
陰
地
方
を
巡
る
１

泊
２
日
と
２
泊
３
日
の
計
５
コ
ー
ス
が
あ
る
。

城
崎
温
泉
や
宮
島
、
東
浜
な
ど
の
名
所
に

立
ち
寄
り
、
観
光
や
食
事
を
す
る
。　

　

６
～
９
月
の
第
１
期
は
応
募
多
数
で
抽

選
を
実
施
。
最
高
倍
率
は
６
月
21
日
出

発
・
２
泊
３
日
の

「
ザ
・
ス
イ
ー
ト
」
で

68
倍
、
平
均
倍
率
は
５
・
５
倍
だ
っ
た
。

　

シ
ャ
ン
パ
ン
ゴ
ー
ル
ド
の
車
体
が
美
し
い

「
ト
ラ
ン
ス
イ
ー
ト　

四
季
島
」
も
３
月

に
内
装
を
公
開
。
最
高
級
の
部
屋
と
な
る

「
四
季
島
ス
イ
ー
ト
」
に
は
２
層
の
メ
ゾ

ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
部
屋
を
し
つ
ら
え
、
掘
り

ご
た
つ
や
ヒ
ノ
キ
風
呂
も
備
え
た
。
列
車

の
先
頭
と
最
後
尾
に
は
展
望
車
も
あ
る
。

北
海
道
や
東
北
を
周
遊
す
る
１
～
３
泊
の

コ
ー
ス
で
、
お
値
段
は
１
泊
２
日
の
ス
イ
ー

ト

（
２
名
１
室
）
で
１
人
当
た
り
32
万
円
。

四
季
島
ス
イ
ー
ト
は
95
万
円

（同
）
と
な

っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
も
豪
華
寝
台
列
車
が

注
目
さ
れ
る
の
か
。

　

一
つ
に
は
、
新
幹
線
の
普
及
や
延
伸
に

よ
る
列
車
の
高
速
化
や
飛
行
機
の
低
価
格

化
で
、
長
距
離
の
交
通
手
段
と
し
て
親
し

ま
れ
た
寝
台
列
車
が
次
々
と
姿
を
消
し
た

こ
と
に
あ
る
。

　

２
０
１
６
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
上

野
と
札
幌
を
結
ん
で
い
た

「カ
シ
オ
ペ
ア
」

が
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ
て
廃
止

さ
れ
、
現
在
、
定
期
運
行
し
て
い
る
寝
台

夜
行
列
車
は
「サ
ン
ラ
イ
ズ
瀬
戸
・出
雲
」

（東
京
—
高
松
、出
雲
市
）
だ
け
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
今
年
、
瑞
風
、
四
季
島
の
よ
う

な
豪
華
寝
台
列
車
が
取
っ
て
代
わ
る
。

　

瑞
風
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た
イ
ン
テ
リ

ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
浦
一
也
さ
ん
は

「
寝
る

間
も
惜
し
ん
で
移
動
す
る
の
が
寝
台
列
車

だ
っ
た
。
今
は
列
車
の
旅
そ
の
も
の
が
目
的

に
な
っ
た
」
と
分
析
。
そ
の
上
で

「
車
内

で
し
か
味
わ
え
な
い
食
事
や
ア
ー
ト
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　

さ
ら
に
少
子
化
と
人
口
減
少
が
こ
の
流

れ
を
後
押
し
す
る
。
鉄
道
会
社
の
収
益
基

盤
は
通
勤
・
通
学
の
定
期
券
な
ど
の
運
賃

収
入
だ
が
、
労
働
人
口
の
減
少
で
右
肩
下

が
り
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

JIRON
KOHRON

I

1
泊
2
日
95
万
円
の
ス
イ
ー
ト
も
登
場

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　

泉 

洋
海

  

豪
華
観
光
列
車
へ
と
一
斉
に
走
る 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
道
会
社
の
胸
の
内

ＪＲ東日本の「トランスイート四季島」
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Ｊ
Ｒ
の
豪
華
寝
台
列
車
と
同
列
と
は
い
か

な
い
が
、
関
西
の
私
鉄
で
は
近
畿
日
本
鉄

道
が
昨
年
９
月
、
同
社
２
つ
目
の
観
光
特

急

「
青
の
交
響
曲

（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
）」
を

走
ら
せ
た
。
大
阪
阿
部
野
橋
と
吉
野
を

結
ぶ
こ
の
列
車
は
、
通
勤
列
車
を
改
装
し

た
も
の
だ
が
、
車
内
は
シ
ッ
ク
な
グ
リ
ー
ン

で
ま
と
め
ら
れ
、
座
席
は
幅
広
の
デ
ラ
ッ

ク
ス
シ
ー
ト
。
沿
線
の
日
本
酒
や
ス
イ
ー

ツ
が
楽
し
め
る
サ
ロ
ン
カ
ー
も
あ
り
、
「手

頃
な
値
段
で
ち
ょ
っ
と
豪
華
な
大
人
旅
が

で
き
る
」
と
人
気
を
呼
ぶ
。

　

そ
の
近
鉄
で
は
、
こ
こ
20
年
で
管
内
の
輸

送
人
員
が
３
割
減
っ
た
。
同
社
幹
部
は
「少

子
化
、
人
口
減
少
の
流
れ
が
続
き
、
運

賃
収
入
だ
け
で
や
っ
て
い
く
の
は
厳
し
い
。

観
光
に
力
を
入
れ
よ
う
と
い
う
の
は
各
社

の
共
通
し
た
思
い
」
と
指
摘
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
も
在
来
線
の
運
輸
収
入
は

１
９
９
５
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ

る
。
訪
日
外
国
人

（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
が

好
調
な
こ
と
も
あ
り
、
「シ
ニ
ア
層
や
訪
日

外
国
人
な
ど
観
光
に
目
を
向
け
ざ
る
を

得
な
い
」
と
言
う
。

一
歩
先
を
行
く
「
な
な
つ
星
」

　

そ
の
際
、
参
考
に
な
る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州

が
先
行
し
て
２
０
１
３
年
10
月
に
運
行
を

始
め
た

「
な
な
つ
星 

ｉ
ｎ　

九
州
」
だ
。

な
な
つ
星
は
当
時
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
社
長
だ
っ

た
唐
池
恒
二
氏
が
企
画
し
、
長
年
、
鉄

道
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
っ
て
き
た
カ
リ
ス
マ

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
水
戸
岡
鋭
治
氏
が
手
掛
け

た
。

　

豪
華
さ
に
加
え
地
元
食
材
や
特
産
品
の

提
供
、
住
民
の
も
て
な
し
な
ど
広
く
沿
線

を
巻
き
込
ん
だ
運
営
が
話
題
を
呼
び
、
今

も
高
倍
率
の
人
気
を
誇
る
。

　

瑞
風
や
四
季
島
は
、
列
車
の
デ
ザ
イ
ン

や
地
元
食
材
を
使
っ
た
食
事
な
ど
、
な
な

つ
星
を
参
考
に
し
て
い
る
部
分
も
多
い
が
、

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ

る
視
点
だ
。

　

多
く
の
ロ
ー
カ
ル
線
を
抱
え
る
Ｊ
Ｒ
九
州

は
、
な
な
つ
星
の
よ
う
な
豪
華
列
車
を
運

行
さ
せ
る
以
前
か
ら
、
博
多
—
由
布
院
・

別
府
を
つ
な
ぐ

「
ゆ
ふ
い
ん
の
森
」
や
熊

本
—
三
角
の

「
Ａ
列
車
で
い
こ
う
」
な
ど

次
々
と
観
光
列
車
を
手
掛
け
、
今
で
は

約
10
本
が
走
っ
て
い
る
。
地
域
活
性
化
に

ひ
と
役
買
っ
て
お
り
、
「観
光
列
車
で
顧
客

を
送
り
込
ん
で
交
流
人
口
を
増
や
し
、
地

域
を
元
気
に
し
た
い
」
と
言
う
。

　

地
域
重
視
の
姿
勢
は
Ｊ
Ｒ
西
も
同
じ
だ
。

例
え
ば
、
瑞
風
の
立
ち
寄
り
駅
と
な
る
城

崎
温
泉
駅
を
温
泉
街
の
街
並
み
に
合
わ
せ

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
地
元
の
特
産
品
や
工
芸

品
を
集
め
た
店
舗
も
新
設
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
立
ち
寄
り
駅
と
な
る
東

浜
駅

（
鳥
取
県
）
に
つ
い
て
も
、
地
元
の

岩
美
町
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
駅
舎
を
改

装
。
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い

る
富
浦
海
岸
の
景
色
を
堪
能
し
て
も
ら
お

う
と
、
遊
歩
道
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
整
備
す

る
。

　

沿
線
各
地
の
工
芸
品
や
ア
ー
ト
作
品
を

列
車
内
に
配
置
す
る
の
も
地
域
活
性
化
の

工
夫
の
一
つ
だ
。
Ｊ
Ｒ
西
は
社
内
を
中
心

に

「い
い
も
の
探
県
隊
」
と
い
っ
た
組
織
を

作
り
、
山
陰
・
山
陽
の
各
地
で
地
域
の
産

品
や
芸
術
作
品
を
探
し
て
歩
い
た
。　

　

そ
の
結
果
、
山
口
・
萩
の
切
り
子
グ
ラ

ス
や
岡
山
・
備
前
焼
の
花
入
れ
、
兵
庫
・

城
崎
の
麦
わ
ら
細
工
な
ど
７
府
県
の
20
産

品
が
選
ば
れ
、
車
内
を
彩
る
。
ま
た
、
京

都
で
数
百
年
に
わ
た
り
三
千
家
の
茶
道
具

を
制
作
し
て
き
た

「千
家
十
職
」
の
作
品

も
展
示
さ
れ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
西
の
来
島
達
夫
社
長
は

「
瑞
風
は

沿
線
の
豊
か
な
歴
史
や
文
化
、
産
品
や

食
材
、
伝
統
技
術
を
発
信
し
、
地
域
を

元
気
に
す
る
新
た
な
役
割
を
担
う
」
と
強

調
し
、
沿
線
の
活
性
化
を
狙
う
。

　

疎
化
や
高
齢
化
で
地
域
が
細
れ
ば
、
鉄

道
に
も
跳
ね
返
る
。
そ
れ
を
何
と
か
食
い

止
め
た
い
と
い
う
鉄
道
会
社
の
思
惑
も
あ

り
そ
う
だ
。

近鉄の「青の交響曲」（近鉄）

豪華な「ななつ星 in 九州」の車内（ＪＲ九州）
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